
東京都デジタル人材確保・育成基本方針 エグゼクティブサマリー
方針策定の基本認識 組織が求めるデジタル人材像

QOSの高いデジタルサービスの実現にあたり、カギに
なるのは「ひと」

デジタルサービスを支える「ひと」を確保・育成するとともに、
最大限の能力を発揮できるようにすることが重要

デジタルサービスの利用者からは直接見えない水面下で、
デジタル人材に係る確保・育成の取組みの充実が必要

人材の確保・育成に向けた具体的な取組

リスキリング
人材

高度
専門人材

ICT職

 デジタルスキルマップの導入
➡ICT職のスキルを詳細に可視化
➡都庁内で不足しているスキルを把握

 その結果を踏まえ、よりニーズに合致
した人材を戦略的に確保

デジタル人材の確保策

 データ・デザインなどの高度な専門
研修の拡充

 民間企業や海外への研修派遣
 コミュニティ構築

ICT職向け
 デジタルリテラシー維持向上

受講規模：40,000人／年
 リスキリングによる人材育成

受講規模：5,000人／5年

全職種向け
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特定任期付職員
会計年度任用職員

ICT職以外の職員

ICT職
デジタルスキルと行政の専門
性をバランスよく身に付け、
都のDXに関する施策立案等
を牽引

高度専門
人材

高度なデジタルスキルを活か
し、プロトタイプの作製など、
デジタルサービスのクオリ
ティ向上を技術面から牽引

リスキリ
ング人材

デジタルに関する知見を身に
付け、ICT職や高度専門人材
と連携して、都の施策のデジ
タル化の課題を解決

「東京デジタルアカデミー」の展開
海外や民間の先進事例の調査・分析、区市町村との連携と一体的に推進

デジタル人材の育成策
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